
(単位：千円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

計
0 0 8,3930 0 8,487 9,179 786 09,367 880 00 0

51,500

37,618

37,618

54,500 3,000 0

000

000

000

000

000

000

000

0 0 6,7900 0 6,790 6,790 0 06,790 0 00 0 0

はんなんまちづくりプロジェクト

0 0 0 0 0

0 0 0 4570 0 0 457 457 0457 00 0 0

48,500

0 0 1,146

コミュニティバス運行補助事業

37,618

37,618

48,500 0

0 0 1,240 1,932 786 02,120 880 00 0 3,000公共交通事業 0 0 6,000 3,000 0

国支出金 府支出額 起　　債 その他

総　　額

一般財源国支出金 府支出額 起　　債

総　　額

その他 一般財源一般財源 国支出金 府支出額 起　　債 その他 一般財源

事　　　　　　　　業　　　　　　　名

総　　額 総　　額

平成31年度当初予算市長復活査定総括票

30年度現計予算額 31年度当初総務部長内示額 31年度当初予算市長復活要求額 市長復活査定額
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　道路運送法、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく地域公共

交通網形成計画を策定し、公共交通全体の観点から持続可能な公

共交通網の検討や利用促進等について法定協議会で議論し段階的

に実施。

［

［［

［復活理由

復活理由復活理由

復活理由］

］］

］

　阪南市公共交通基本計画に基づき、公共交通の持続性を

高めるための取組を進めなければ、今後、公共交通の縮小、

撤退等に繋がり、市民の移動手段が確保することができなく

なるため、市長復活要求するものである。

部課名 事業部　都市整備課

1,240

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）

　今後の人口減少や高齢化社会の進展を見据え、「阪南市公

共交通基本計画」に基づき、面的な公共交通ネットワークの再

編をはじめとした持続可能な公共交通の維持確保を図ってい

くため。

○阪南市地域公共交通網形成計画策定業務委託料

　 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく地域公共交通網形成計

画を策定するための支援及び計画書作成業務等

※地域公共交通網形成計画は、立地適正化計画同様にコンパクトシティ・プラス・ネッ

トワークを実現するための比較的新たな制度であり、計画策定及び利用促進等事業の

検討にあたっては、地域公共交通政策に関する知識やノウハウを豊富に有する民間

委託が必要不可欠である。

　現内示額は、当課が想定している業務内容を遂行するには不足しているため、市長

復活要求を行うものである。

(概要）

(根拠法令）

平 成 31 年 度 復 活 要 求 額 2,120 880 0 0 0

平成 31 年度財務部長復活内示額

4,801

債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　

平成31年度当初財務部長・財政課長内示額
6,000 3,000 0 0 0 3,000

平 成 31 年 度 当 初 要 求 額

8,286 3,485 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 1,146

平 成 30 年 度 当 初 予 算 額

0 0 0 0 0 0

平 成 30 年 度 現 計 予 算 額

0 0

1,932 786 0 0

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平 成 29 年 度 決 算 額

0 0 0 0

総　　　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平成31年度当初予算　市長復活査定書

(目名） 交通防犯対策費 （細目名）公共交通事業費 （事業名） 公共交通事業 （単位：千円）
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　道路運送法

［

［［

［復活理由

復活理由復活理由

復活理由］

］］

］

　コミュニティバス運行補助金について、現内示額では

コミュニティバス運行が困難となるため復活要求するも

のである。

部課名 事業部　都市整備課

457

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）

　高齢者や移動手段を持たない交通弱者に対するサービス、市役

所、阪南市民病院等へのアクセス、南海線、ＪＲ阪和線の各駅との連

絡を図るなど、市内各地域への移動サービスの提供を図ることを目

的として、コミュニティバス「さつき号」を運行。

○コミュニティバス運行補助金

　 コミュニティバス運行事業者に対して支出する運行補助金。

※復活要求内容について、現内示額では、減便等、事業の縮小を余儀なくされるた

め、復活要求するものである。
(概要）

　運行日は年末年始を除く毎日。運行時間帯は概ね８時から１８時、運行回

数は、平日・土曜日が５便～８便、日休日が４便で運行。運賃は、１乗車につ

き１００円で、障がいのある方および未就学児は無料。

(根拠法令）

平 成 31 年 度 復 活 要 求 額 457 0 0 0 0

　　　　　　45,000千円（　平成31年度～35年度）

平成 31 年度財務部長復活内示額

48,957

債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　

平成31年度当初財務部長・財政課長内示額
48,500 0 0 0 0 48,500

平 成 31 年 度 当 初 要 求 額

48,957 0 0 0 0

37,618 0 0 0 0 37,618

0 457

平 成 30 年 度 当 初 予 算 額

37,618 0 0 0 0 37,618

平 成 30 年 度 現 計 予 算 額

0 36,962

457 0 0 0

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平 成 29 年 度 決 算 額

36,962 0 0 0

総　　　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平成31年度当初予算　市長復活査定書

(目名） 交通防犯対策費 （細目名）コミュニティバス運行事業費 （事業名） コミュニティバス運行補助事業 （単位：千円）
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・
委託費 6,790千円（①+②）

①

都市再生特別措置法（立地適正化計画）

立地適正化計画及び公共交通基本計画の目標実現の

ため。

部課名 事業部　都市整備課

(概要）

歩行者空間検討に係る社会実験や、尾崎駅周辺活性

化のための市民や企業の活動支援により、市民主体の

尾崎駅周辺活性化を推進する。

(根拠法令）

② 尾崎駅周辺活性化業務2

尾崎駅周辺活性化業務2尾崎駅周辺活性化業務2

尾崎駅周辺活性化業務2，500

，500，500

，500千円

千円千円

千円

［

［［

［復活理由

復活理由復活理由

復活理由］

］］

］

6,790

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）

立地適正化計画及び公共交通基本計画に基づき、中

心区域の活性化（経済循環向上）及び賑わいの創出、

多様な交通手段により歩いて暮らせるまちを実現する。

歩行空間検討社会実験4

歩行空間検討社会実験4歩行空間検討社会実験4

歩行空間検討社会実験4，290

，290，290

，290千円

千円千円

千円

平 成 31 年 度 復 活 要 求 額 6,790 0 0 0 0

　　　　　　　　　　　　　　千円（　　　年度～　　　　年度）

平成 31 年度総務部長復活内示額

6,790

債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　

平 成 31 年 度 当 初 総 務 部 長 内 示 額
0 0 0 0 0 0

平 成 31 年 度 当 初 要 求 額

6,790 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 6,790

平 成 30 年 度 当 初 予 算 額

0 0 0 0 0 0

平 成 30 年 度 現 計 予 算 額

0 0

6,790 0 0 0

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平 成 29 年 度 決 算 額

0 0 0 0

総　　　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平成31年度当初予算　市長復活査定書

(目名） 都市計画総務費 （細目名）はんなんまちづくりプロジェクト費 （事業名） 尾崎駅周辺活性化事業 （単位：千円）

別紙２

・一定期間、駅前道路を一方通行することにより、道路空間を再配分

し、歩行空間を創出する。

・一方通行化した道路の交通量の変化等、各種調査を行う。

・通行者や付近店舗等を対象に、アンケート調査を実施する。

・調査データを分析し、道路空間を活用した中心市街地の賑わいを検

証する。

・市民主体のまちづくりを、本市中心地区である尾崎駅周辺で展開す

る。

・阪南市立地適正化計画の都市機能誘導施策の事業を通じて新たな

まちの担い手を掘り起こし、賑わいのある中心地の形成に向けた礎

とする。

・若年層を中心とした街の魅力づくりコミュニティグループを醸成する。

フィールドワーク等による担い手発掘

ワークショップ等による魅力発信手法の検討

・地域ブランディングプロジェクトの立ち上げ。

前述のような取組みを通し検討した魅力発信手法を用い、地域ブラ

ンディングの為のプロジェクトの検討


